
営農改善、経営転換等のポイント

経営体の概要

複合経営／水稲、野菜、小豆

土地改良事業による生産基盤（農地、農業水利施設等）の変化

たまねぎ産地の復活
～（株）春日部ファーム（京都府亀岡市曽我部町春日部）～

（令和５年度調査時点）

事業概要
事 業 種：国営緊急農地再編整備事業
関係市町：京都府亀岡市
受益面積：447ha
事業期間：平成26年～令和８年
事業目的：区画整備
主要工事：ほ場区画 1.0ha、0.5ha、0.3ha

幹線道路幅７ｍ、支線道路Ａ幅5.5ｍ
支線道路Ｂ幅4.0ｍ

事業前
－

現在：令和５年
基幹作物：水稲、たまねぎ、小豆
経営面積：7.0ha

①経営の転換
事業により整備された大区画ほ場において、機械の効率的利

用を図るため、（株）春日部ファームを組織した。法人化を契
機に複合経営を目指し、たまねぎの栽培を開始し、「まる曽玉
ねぎ」復活に貢献。

②流通・販売の工夫
（株）春日部ファームを含む６集落合同の営農組織「まる曽

れい仙の郷」を立ち上げ、たまねぎの集荷等を組織的に実施。
「まる曽れい仙の郷」から近隣のスーパーマーケットやＪＡの
直売所等へ出荷。また、京丹波町の加工食品会社に出荷し、ま
る曽玉ねぎを使ったハンバーグ等を販売。

③教育の場の提供
京都市内の中学生・高校生の生徒30名を対象に、たまねぎの

つり玉作業や運搬などの収穫作業体験を受け入れるなど、教育
の場を積極的に提供。

＜問い合わせ先＞
近畿農政局
農村振興部農地整備課
電話：075-451-9161

(内線2528)

位置図

【事業実施前】
● 狭小・不整形なほ場。

亀岡中部地区

【事業実施後】
● 国営亀岡中部地区土地改良事業により、ほ
場の大区化（1ha）が図られた。

（着工前）
（令和５年）

まる曽玉ねぎを使ったハンバーグ

（南）

（北）

（北）

（南）

※まる曽玉ねぎ：昼夜の寒暖差が激しい亀岡市曽我部町で育てられた、シャキ
シャキとした歯ごたえと辛味が強いが加熱するとじわりと甘みの出る特徴のブ
ランドたまねぎです。


